常任委員会における知事質問に係る申合せ事項について別添１

　決算審査時の知事質問に係る申合せ内容を予算案等の審査時と統一し、下線部分を削除する。

	決算審査に係る常任委員会の質疑等に関する申合せ事項
	予算案等の審査に係る常任委員会の質疑・質問等に関する申合せ事項

	１　質疑
⑴　質疑時間
②　知事質問
	１　質疑、質問
　⑴　会派の質問持ち時間
②　知事質問

	・　各会派に、知事質問の質問通告者１人当たり10分（質問時間のみ）を乗じた時間を配分する。
	・　各会派に、知事質問の質問通告者１人当たり10分（質問時間のみ）を乗じた時間を配分する。

	・　質問項目を集約した場合、１人１回30分以内（質問時間のみ）とする。
	

	⑵　知事質問の取扱い
	⑵　知事質問の取扱い

	①　知事質問の要求をする場合、質問者は自身の一般審査の質問時において質問項目を明確にし、委員長に口頭により通告しなければならない。ただし、知事質問は一般審査の質問項目の範囲内に限る。
	①　知事質問の要求をする場合、質問者は自身の一般審査の質問時において質問項目を明確にし、委員長に口頭により通告しなければならない。ただし、知事質問は一般審査の質問項目の範囲内に限る。

	②　所属会派の他の委員の通告した質問項目と同一又は密接に関連する場合に限り、所属会派内において質問項目及びこれに要する質問時間を集約することができる。ただし、集約することができる質問者は当該通告をした委員に限る。
	②　所属会派の他の委員の通告した質問項目と同一又は密接に関連する場合に限り、所属会派内において質問項目及びこれに要する質問時間を集約することができる。ただし、集約することができる質問者は当該通告をした委員に限る。

	③　先に質問をした同じ会派の委員の質問時間を持ち越すことや、質問取下げにより時間を他の委員に集約することはできない。
	

	④　通告を受けた委員長は、代表者会議で質問者、質問項目及び質問時間等を整理した上で、正副議長に報告しなければならない。
	③　通告を受けた委員長は、代表者会議で質問者、質問項目及び質問時間等を整理した上で、正副議長に報告しなければならない。

	⑤　知事質問の日程については、各委員会の所要時間等を勘案し、正副議長が調整する。
	④　知事質問の日程については、各委員会の所要時間等を勘案し、正副議長が調整する。

	⑥　知事質問は、原則、第１委員会室で行う。
	⑤　知事質問は、原則、第１委員会室で行う。



